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大槌ベースでは、「日だまり塾」という活動を行っています。『Simple Song』とともにご紹介しますので、皆さまも手話を付けてぜひお楽

しみください。さらにこの曲を教えてくださったツボケンさんの活動もご紹介します。次に、「希望」という名前を自分たちで選び、ひたすら
祈り続けたフィリピン人共同体のブロック・ロザリオの３周年記念の様子をご紹介したいと思います。また、カリタス釜石が実現した「秋祭り」
の模様です。最後に、各ベースの「今」をご紹介したカレンダー完成のお知らせと、前号でクリスマスのプレゼントをお願いいたしましたとこ
ろ、大勢の方と教会からプレゼントが届きました。本当にありがとうございました。各地のクリスマスの詳細は次号をお楽しみに。 

現在、大槌ベースでは 3 種類の形態のお茶っこサロンを実施してい
ます。1 つは従来から続けている大槌ベースのお茶っこサロン（足湯、
マッサージなど）、1 つは住人の方（仮設支援員を含む）が企画するお
茶っこサロン、そして表題にある日だまり塾です。 

この日だまり塾というものは、大槌町ボランティアセンターの職員
と共同し、仮設住民の中でのリーダー的存在の養成、また継続的な活
動を作っていくということを目標に今年の 3 月から始められました。
11 月現在までに 9 か所の仮設で実施してきました。なかなか成功と
いうまでにはいかない企画でしたが、その中でも紙芝居の作成という
項目では他の仮設の住民や町の子どもたちへの披露というところまで
こぎつけた企画もあります。そんな企画の中で、大槌ベースのスタッ
フが担当した「シンプルソング」について触れてみたいと思います。 

きっかけは本当にちょっとしたものでした。お茶っこ当日にボラセ
ン職員から 1 つの連絡が入りました。予定していた活動の内容が急遽
できなくなったとの連絡でした。そこで大槌ベースでなにかできない
かという相談に対し、この「シンプルソング」をやってみようかとい
った流れになりました。 

この歌は『あなたの笑顔で 僕は幸せになれたから 今度はぼくの
笑顔で 誰かにしあわせ届けたい』というすごく単純で短い歌詞です
が、歌と一緒に手話で表現していきます。この歌は、大槌ベースをよ
く訪問して下さるアーティストの坪山健一氏から教えていただいたも
ので、つぼけんさんのコンサートでも披露されています。歌と手話を
同時にやるというと、とても難しいように思われますが、これがやっ
てみると意外な結果に。 

最初はとっつきにくさや恥ずかしさもあり、なかなかうまくいかな
い様子ですが、音楽というものは不思議な力を持っています。歌を繰
り返し歌うことで、だんだん気持ちよくなっていき、また周りとの一
体感も生まれてきます。出来る出来ないということが目的ではなく、
まさに一体感が生まれるということにとても意義があるのではないか
と思っています。そうした時間も 1 時間半と少し短めの時間に設定し
ていますが、とても中身の濃い充実した時間であることは、終わった
後のおばあちゃんの暖かい笑顔からもうかがい知ることが出来ました。
音楽というものは、本当に素敵なアイテムだなとつくづく思いました。 

12 月からまた新しい 3 か所の仮設でこの日だまり塾を開催します。
冬の季節が来ました。寒さが本格化し、皆さんの出足に影響してきま
す。そんな中でも集まってくれるような、終わった後にはみんなが笑
顔になれるような、そんな心も温まるような企画をこれからも考えた
いと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大槌ベース開所以来、各種のイベントを行なってきました。子ども
を対象にした遊びがテーマのイベントであったり、大人を対象にした
健康に関するイベントであったりいろんな種類がありますが、その中
でも年齢を問わずいろんな方たちに楽しんでいただいているイベント
があります。それが『音楽イベント』です。プロとして活動している
アーティストの方々が大槌を訪れてくれました。その中で今回はつぼ
けんこと、坪山健一氏についてご紹介したいと思います。 

坪山健一氏は、現在は関東を拠点に活躍しているプロの SAX 奏者
です。最初にベースを訪れたのが 2012 年 7 月のこと、１回の訪問で
およそ３～４日の滞在が普通で、その間に４～５箇所での演奏会を開
催します。 
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日だまり塾と『Simple Song』  

カリタス大槌ベース  片岡 英和  

つぼけん SAX演奏会 
カリタス大槌ベース  片岡 英和  
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仮設住宅集会所での演奏会 
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大槌で演奏会を行うときのキャッチフレーズは、
「言葉はいらない、ただ聞いて感じよう」です。 
つぼけんさんの演奏を聞いているとその言葉の意
味がよくわかります。生で演奏を聞いていると、ま
ず力強い音に圧倒され、それから音色に乗ってくる
風景が頭の中に広がってきます。それが悲しい風景
なのか、懐かしい風景なのか、楽しい風景なのか…。
聞いている人によって違いはあると思いますが、私
は懐かしいような気持ちになったのを覚えていま
す。 

大槌での活動の場所は、仮設住宅の集会所はもち
ろん、老人介護施設やマスト大槌店のホールでの演
奏会も行われます。すでに 3 年にわたって演奏会を続けているので大
槌の中にもファンが根付いていて、どの場所でも開催が決まると、多
くの人が訪問してくださいます。 

また、つぼけんさんも気さくな方で、演奏の合間には軽妙な語り口
でのトークも交えて人々の笑顔を誘います。前々回の訪問時には、す
べての日程を終えてベースへ戻り、あとは帰郷するというときに、ち
ょっと立ち寄った商店で「つぼけんさんの演奏聞きたかった！」とい
う方がいらっしゃったのを当のつぼけんさんが聞きつけ、なんと帰る
時間を遅らせて急遽その商店の前で路上ライブを決行。小１時間のラ
イブでしたが、周辺の方々が集まって普段大槌町では見受けられない
光景を目にしました。 

つぼけんさんが大槌へ最初に訪れてから 3 年がたちました。その間
に訪問してくださった回数が６回にのぼります。ボランティアで訪れ
る人たちが減少していく中で、定期的に訪問してくださっていること
は、ベーススタッフにとっても大変な力になっています。町の復興が
なかなか進まないなか、住民の方にとっても音楽の力が応援になって
いると思います。本当の意味での復興を迎えるその日まで、この活動
を続けていけたらと思います。 

 
 

東日本大震災から３年間の試練とチャレンジの日々。この３年の間、
私たちは祈りのうちに多くの問題に直面しました。 

私たちがひとつになるため、もう二度とあの津波のような災害は必
要ないことを学びました。あらゆる危機、苦痛から私たちを救い、護
ってくださるのは私たちの主、私たちの神様であることを確信し、３
年の間、祈ってきました。 

パガサ (PAGASA) というのは、岩手県陸前高田と大船渡のフィリ
ピン人共同体の名前です。パガサは、「希望」を意味します。私たちは
３月 11 日以後、大船渡のメンバーは大船渡教会で、陸前高田ではメ

ンバーの自宅で、毎週土曜日にロザリオの祈りを捧げてきました。み
な活動的で、それぞれの家で順に祈りを捧げました。当時、大船渡教
会の主任司祭だった森田直樹神父様は毎回出席され、パガサの活動を
支えてくださいました。 

最初の２年間は陸前高田でも毎週続けていましたが、その後、ロザ
リオの祈りを毎週ではなく、フィリピン式に１ヶ月に１度に変更しま
した。祈りがおわると、その日のうちに聖母像を次の家に移します。
聖母像はその家で１ヶ月を過ごします。このようにして、私たちは共
同体のために祈り続けることができます。 

2014 年 11 月 14 日、私たちはブロック・ロザリオ３周年を祝い
ました。２年前の１周年記念の時と比べると、参加者は少なかったよ
うです。顔ぶれは毎年かわります。昨年参加していた人たちの中には、
今年は来られなかった人たちもいます。震災直後と違って、今では私
たちは普通の暮らしに戻りつつあるからです。みな、仕事で忙しかっ
たり、あるいは子どもたちの学校行事があったり、そちらに出かけな
くてはなりません。それでもみな、ロザリオの祈りをつづけようとし
ています。 

今年集まったのは、21 人のパガサのメンバーたち、18 人の子ども
たち、そして日本人が６人でした。 

私たちは特に５人の神父様たちに感謝しています。いつも全面的に
応援してくださるからです。大船渡教会のエドガル神父様。仙台教区
滞日外国人支援センターのギャリー神父様。仙台におられる森田神父
様は、毎年、この記念の会に来てくださいます。ハルノコー神父様は、
今はアメリカにおられますが、私たちにメッセージを送ってください
ます。そして、塩田希神父様は遠くにおられても、いつも私たちを導
いてくださいます。 

津波の直後から私たちの近くにおられた特別な人たちもいます。今
日までずっと私たちを支えてくださったこうした方々に心から感謝し
ます。 

私たちの忍耐が試されるような大きな問題を前にして、私たちがつ
まずきそうになった時、こうした方々が、そして神様のお恵みにより、
私たちは立ち上がり、力を合わせて祈ることができたのでした。 

パガサの代表の一人として、私たちは試練とチャレンジのなかで諦
めず、希望を失わずに、新しい人生に向き合っていこうと思います。
つねに希望（パガサ）があるのです。 

♪つぼけんさんの 

即席路上ライブ♪ 
 

帰りがけのため、 

横には大きな荷物が！ 

ブロック・ロザリオ 3 周年記念  

  菅原 マリフェ（パガサ） 
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11 月 23 日(土)、「カリタス釜石 秋まつり」をカリタス釜石周辺の
復興公営住宅に転入予定の方々に地域住民との交流を深めていただき、
親しみと安心感をもっていただきたく開催しました。また、地域住民
が広く利用できる交流の場(カリタス釜石)があることを知っていただ
くことも目的に「ようこそみなさん」をテーマに盛り上げました。 

この日、天候に恵まれて約 130
人の方がカリタス釜石を訪れまし
た。このイベントでは、釜石の音
楽ユニット「Cosmys(コスミス)」
さんによるコンサートや豪華賞品
が当たるビンゴ大会を聖心女子学
院ヨゼフ会さんが行いました。 

ビンゴ大会では多目的ホールから人が溢れるほどの参加者でした。
当たった賞品をスタッフに自慢したり見せ合ったりしている姿を見か
け、好評だったことが窺えました。また、カリタス釜石の常設サロン
「ふぃりあ」を利用されている住民さんが中心になり、釜石周辺の郷
土料理である「ひっつみ汁(すいとんの一種)」を作ってくださいまし
た。「こんなにたくさんのひっつみ汁を作ったのは初めて！」と和気あ
いあいの中、メンバーと連携を取りながらとても手際よく調理されて
いました。人員不足の中、ふぃりあを利用されている方々にお手伝い
をしていただき大変助かりました。そして、何よりも住民間で、また
はカリタス釜石との関係性が発展してきているように感じられました。
これは大変嬉しいことであり、今後も自主性をサポートしていきたい
と考えています。 

他にもカリタス釜石では、バー
ベキューや焼きそば、綿あめ、輪
投げ、的当てゴルフを行いました。
綿あめや輪投げは子どもよりも
大人の方が楽しんでおられ、童心
に帰ったようすで何度も挑戦す
る方がいたほどです。 

今回の秋まつりには、カリタス釜石近郊の復興公営住宅に入居を予
定している小佐野仮設団地の自治会長さんも来訪されました。また、
この秋まつりを機会に初めて来られた方もおられ、久しぶりの再会や
新しい出会いがありました。カリタス釜石近郊に入居することが決定
された方からは「カリタスさんの近くに入居するの！」と楽しみにさ
れている声も寄せられ、わたしたちスタッフにとって本当に嬉しい一
言でした。 

来年度からカリタス釜石近郊に復興公営住宅が完成します。入居を
予定されている方には、カリタス釜石の施設が一般に広く貸し出しさ
れていることや交流する場があることを知っていただき、さらに元々
の地域住民と新しく転入されてくる方が交流できる場にしていきたい
と思っています。このようなイベントは、住民同士が交流するきっか
けになりやすいと考えています。出会いの回数を重ね、内容自体が交
流になるプログラムを実施してきたいと思います。また、住民さんの
特技や趣味、またはできることを活かせる機会を作り、こちらがすべ
てをしてしまうのではなく、少しずつでも住民さんと協力してイベン
トを行う体制を作り上げていくことが大切だと感じています。 

 
今回の「カリタス釜石 秋ま

つり」は、(公財)トヨタ財団
2014 年度国内助成プログラム
東日本大震災特定課題の助成を
受けて行いました。 

 
 

ニュースレター第 59 号でご案内しました 2015 年３月はじまりの
「東日本大震災復興支援カレンダー」が、12 月中旬に完成すること
になりました。 

各ベースなどから写真を提供いただき、活動の様子が身近に感じら
れるカレンダーになっております。お寄せいただいた寄付金は、東日
本大震災の復興支援活動のために使われますので、ぜひ今後の継続的
な活動のためにご協力をお願いいたします。 

カレンダーをご希望の方は、お申し込み用紙に必要事項をご記入の
上、FAX またはメールで仙台教区サポートセンターまでご連絡くださ
い。※ご注文は 5 部以上、1 部 300 円以上のご寄付をお願いします。 

また、カレンダーが到着次第、仙台教区サポートセンターで 1 部か
ら直接お渡しする形でも対応させていただきます。少ない部数をご希
望の方は、ぜひ仙台教区サポートセンターへお越しください。 
 

皆さまからの多くのお申込・ご協力をお待ちしております。 
どうぞよろしくお願いいたします。 

 
◎カレンダーのお申込締め切りは、2015 年 2 月 10 日までとなって

おりますが、在庫がなくなり次第、終了となる可能性もございます
ので、お早めにお申込くださいますようお願いいたします。 

 

 
 
 

～ようこそみなさん～  
カリタス釜石 秋まつり 

カリタス釜石  今村 恵美  

カレンダーお問い合わせ・お申し込み先 
◆仙台教区サポートセンター 

メールアドレス sendaidsc@gmail.com 
FAX 番号 ０２２－７９７－６６４８ 
 

※申し込み用紙は、カリタスジャパンブログから入手可能です。 
http://caritasjapan.jugem.jp/?eid=279 

《復興支援カレンダー 完成》 

2015 年 3 月からのカレンダーは、このような表紙になります！ 

☆クリスマスプレゼント用の献品ありがとうございました  
仙台教区サポートセンターをはじめ、各カリタスベースへクリスマス用

の献品をいただきまして、ありがとうございました。全国各地から様々な
品をご提供いただき、被災者の方や仮設にお住まいの方々へお渡しするプ
レゼントを無事に準備することができました。 

既にプレゼントをお渡しした方々からは、「いくつになってもプレゼント
をもらうと嬉しい」、「今でも支援していただいてありがたい」といった温
かいお礼の言葉をいただいております。 

ご支援いただいた方々のお名前をご紹介することができず、大変申し訳
ございませんが、皆様からのご支援に感謝いたしております。 

東日本大震災復興支援活動は継続していきますので、今後ともご支援、 
ご協力をよろしくお願いいたします。 


